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リスク検知にむけたコミュニティ発見手法のシステム化
Community Mining System for Risk Detection
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The research community plays a very important role in keeping scientific knowledge. The authors propose a
community mining system that helps to find communities of researchers by using bibliography data. The key
feature of our method is a network model of researchers and a word assignment technique for the communities
obtained. We implemented proposed method in a visualized system.

1. はじめに

私たちの日々の生活は，さまざまな技術によって支えられて
いる．しかし，技術を使用する人が，その技術に関する知識を
深く理解していないと，大きなリスクをもたらすことになる．
そのために，科学的な知識をいかにして，技術者の間で共有す
るかということは，大きな課題となっている．一般的に，科学
的な知識は論文などの文書で蓄積され，共有されていくことが
多い．しかし，このような知識全てを文書化することは，非常
に難しい．本研究では，文書化が難しい知識の一つとして，研
究者のコミュニティで暗黙的に伝承される知識に焦点を当て，
研究者のコミュニティを発見することで，このような知識の所
在場所を同定するシステムを提案する．そして，構築したイン
タラクティブにコミュニティを発見するためのシステムについ
て考察を行う．

2. コミュニティの発見

本研究では，文書化されにくい科学的知識を取り出すため
に，特定の領域の知識を保持していると考えられる研究者のコ
ミュニティを取り出すことを試みる．そのためには，コミュニ
ティのモデル化手法と，それらの中から特定のトピックに関す
るコミュニティを同定する技術が必要となる．本研究では，市
瀬らの提案した手法 [市瀬 06]と同様な手法を用いて，コミュ
ニティを発見する．本章では，その概要について記述する．
研究者のコミュニティを発見するために，研究論文の書誌情

報を利用する．ここでは，共著で論文を執筆した研究者は，そ
の論文で取り扱っている同じ研究トピックに共同で取り組んで
いると考える．そこで，研究者をノードとし，研究者が共同で
取り組んでいるトピックをラベルとしたエッジで関係を表すと
ラベル付グラフによって研究者の関係を表すことが可能とな
る．これを図示すると，図 1のようになる．
ここで，研究者のコミュニティを同じ研究の興味やトピック

によって密につながれたクラスターと定義すると，目的となる
研究者コミュニティは，同じトピックによってラベル付けされ
たエッジを持つクラスターであると考えられる．書誌情報を利
用して上記の方法で構成したグラフでは，研究トピックがエッ
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図 1: 研究者のネットワークモデル

ジのラベルとして表されるため，ユーザにとって興味の無い
エッジを消去することで，研究者のコミュニティを得ることが
できる．つまり，ユーザがある特定の研究トピックを指定した
時に，それに関係の無いエッジを消去することで，研究者のコ
ミュニティを抽出することが可能になる．
しかし，このようにして発見されたコミュニティは，これだ

けでは個々の特性が表されないため，それぞれのコミュニティ
が実際にはどういうコミュニティを指しているのかが分から
ない．つまり，あるトピックに関して十分な知識を持っていな
いと，そのコミュニティがどういう知識を暗黙的に蓄えている
のかが分からないという問題が生ずる．そこで，発見された
コミュニティに対して，そのコミュニティの特徴を抽出するこ
とで，どのような知識がそのコミュニティに保持されているの
かの明示化を試みる．それぞれのコミュニティに属する著者に
よって書かれた論文のキーワードをここでは使う．もし，ある
キーワードがコミュニティの構成員によって頻繁に使われるも
のであれば，そのキーワードはそのコミュニティを特徴づけて
いると考えることができる．しかし，単純にそのようなキー
ワードの数を数えるだけだと，キーワード間の関係性が失われ
てしまう．そこで，論文毎にキーワードを考えることとし，コ
ミュニティの特徴の抽出を下記のアルゴリズムで行う．

1. コミュニティに属する研究者によって書かれた論文を取
り出す．

2. １．で取り出された論文に対して，論文をトランザクショ
ン，キーワードをアイテムとして，Apriori アルゴリズ
ム [Agrawal 94]を適用し，頻出語の組み合わせをコミュ
ニティの特徴とする．
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表 1: システムで使ったデータのレコード数
レコード数

論文 131,000

研究者 93,000

著者 358,000

共著 519,000

トピック 40,000

(4)

(2)

(1)

(3)(5)

(6)

図 2: システムの動作画面

3. コミュニティマイニングシステム

本研究では，前章で述べた手法を用いて，コミュニティマイ
ニングシステムの実装を行った．実装システムは，クライアン
トサーバ方式で実装されている．サーバ側は，データベース
システムMySQLのコンポーネントを含む Perlで実装された
プログラムが使われ，Webサーバを通して，クライアントと
データのやりとりがされる．クライアントの方はブラウザを通
して，サーバから送られてきた JAVAプログラムを実行し，必
要に応じて，サーバ側に情報を問い合わせるような形式になっ
ている．JAVAのプログラミングには，JUNGを利用した．
本研究では，文献情報として，CiNii [CiNii 06]のデータベー

スの一部を用いた．システムに使われたデータのレコード数
は，表 1 のようになっている．表中の研究者は，データベー
ス中に出てくる研究者の数を，著者は，執筆者の延べ人数を，
共著は，共著者の組合せの数を，トピックは，含まれるトピッ
クの種類の数を表す．本研究では，論文のタイトルに出現する
語をトピックとして用いた．
図 2に，システムのスクリーンショットを載せる．(1)の部

分は，ユーザが調べたいトピックを入力する場所である．ここ
に，トピックを入力すると，(2) にそのトピックで発見された
コミュニティが表示される．表示されたコミュニティの中から
どれかを選択すると，第２章で説明したアルゴリズムに従って，
そのコミュニティの特徴を表すキーワードが計算され，(3)の
部分に表示される．
これらの基本機能の他に，用いたトピックの履歴を表示 (4)，

コミュニティの統計量（コミュニティに含まれるノード数など）
を表示 (5)，表示されているノードの検索機能および表示され
るエッジの重みの変更機能（表示されるノードの数が変化す
る）(6)がシステムに含まれている．

4. 考察

提案システムを用いると，容易に研究者のコミュニティを
発見することができる．このように研究者のコミュニティを
発見するシステムとして，CiteSeer [CiteSeer 06] や Google

Scholar [Google 06] がある．しかし，このようなシステムで
は，着目した特定の研究者が含まれるコミュニティを発見する
のに適してはいるが，その近傍にあるコミュニティを発見す
ることが難しい．しかし，本システムでは，近傍にあるコミュ
ニティも表示されるため，発見が容易である．Newmanの研
究 [Newman 04]では，本研究と同様に，共著ネットワークを
用いて，コミュニティを分析している．しかし，この研究では，
分野間の違いなどの分析に共著ネットワークを用いているに過
ぎず，本システムのように，特定のコミュニティを発見するこ
とはできない．市瀬らの研究 [Ichise 05] では，本研究と同様
に，ユーザのインタラクションを通してコミュニティを発見す
る手法の提案をしている．しかし，本研究で提案したシステム
では，ユーザにあらかじめ探したいコミュニティのトピックを
入力させることで，巨大なコミュニティをトピック毎に切り分
けることが可能である．

5. むすび

本論文では，リスクを検知するためには，コミュニティで保
持される暗黙知を抽出することが重要であるという観点から，
コミュニティを発見するシステムの提案を行った．提案したシ
ステムでは，文献のデータを用いて，特定のトピックのコミュ
ニティを発見することが可能となる．今後は，このシステムを
使って，コミュニティで保持される暗黙知が，どこまで発見で
きるかを検証していく予定である．
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